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市 政 報 告

あきらめない。
変革と成長。

若者が住み続けたい街へ

保育料第二子無償化が実現！
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議員報酬削減が実現！

施設の老朽化対策に向き合います！

財政危機の脱却を目指す！

市 政 変 革 が 加 速 ！

Change Kitakyushu

Vol.6
活動情報をもっと！見やすく！

2 会派を刷新「変革と未来」へ。

3 新・事務所のお知らせ

4 市政相談はこちら

公式HPのリニューアル

事務所を引っ越し・新設へ

YouTube InstagramX LINE

この度、同じ会派（３人）のうち、２名が「国政進出を表明。市議会に戻らない」
という固い意志を受け止め、一人で武内市長のマニフェスト（市民と約束
した政策）の実現を推進していきます。市政へのモットーは「市長と馴れ合
いではない、厳しさをもった激励を」

これまではレンタル形式の専用スタッフ常駐でない事務所でしたが、今後は
対話しやすい事務所を用意することになりました。ご利用の際は、事前にご
連絡ください。確実・丁寧に対応いたします。

●メール　info@junkoinoue.jp

●電話番号093-600-4012　●住所（北九州市八幡西区穴生二丁目２－８　2階）

見どころ、使い方の説明

SNS紹介

1986年生／北九州市育ち／３児（中高生３人）を子育て中
２００５年　八幡高校理数科　卒業
　　　　　北九州市役所（行政職）へ入庁　元市職員（行政）
　　　　　（区役所窓口・生活保護ケースワーカー・産業経済局・市民文化スポーツ局等）
２０１６年　全国初の市職員コスプレPR「バナナ姫ルナ」として市PRに貢献、全国メディアから注目される。
２０２１年　市議会議員に立候補・初当選
　　　　　（八幡西区トップ・政党公認・団体推薦なしの無所属にこだわる）
　　　　　 政党紐づく既存会派に所属することなく、一人で会派「変革と成長」を新設
２０２３年　１６年ぶり市長選で武内候補（現市長）を応援。
　　　　　自民党若手市議２人と合流し、会派「自民未来」へ加入。
　　　　　約５０人の政党市議が支援する対立候補に僅差で、武内候補が当選となる。
２０２４年　新市長応援市議２名が国政（９．１０区）へ進出表明。たった一人で武内市政の実現を推進していく決意と　　
　　　　　して「変革と未来」に会派を刷新。

政治理念「国政政党・団体に影響受けない！市民ファーストしがらみ不要」

トップ画像
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市議会議員で活動情報公開No.1を目指しています
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私
の
出
産
時
と
異
な
り
、
今
は
就
学
前

の
幼
稚
園
・
保
育
料
は
無
償
化
。
し
か
し
、

３
歳
未
満
児
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
所
得
と

と
も
に
毎
月
約
２
万
円
〜
９
万
円
と
必
要

に
。
少
子
化
問
題
を
考
え
れ
ば
、「
ぜ
ひ
も

う
一
人
を
！
」
と
お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ

が
、
大
き
な
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
共
働
き
が
増
え
て
い
る
今
は
、
多
く

の
家
庭
の
問
題
に
。
年
間
数
十
万
円
と
負

担
が
変
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
兄
弟
の
年
齢
差
で
家
庭
の
負
担

額
が
変
わ
っ
て
く
る
制
度
は
「
ぜ
ひ
も
う
一

人
産
ん
で
ほ
し
い
！
」
と
求
め
る
方
針
に

合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

3

　

令
和
５
年
４
月
２１
日
。
市
内
小
学
校（
門

司
区
）
で
校
舎
の
外
壁
が
落
下
し
、
児
童

５
名
が
負
傷
（
足
の
指
骨
折
、
頭
部
に
腫

れ
等
）
と
い
う
「
起
き
て
は
い
け
な
い
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
校
内
に

あ
る
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
腐
食
し
て
転
倒

し
、
教
員
の
車
へ
接
触
被
害
も
発
生
。
ま

施
設
の
老
朽
化
対
策

に
向
き
合
い
ま
す
！

事
故
発
生…

市
政
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

　

ま
ず
は
、
一
期
目
で
政
党
所
属
な
い
無
所

属
議
員
の
訴
え
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
広
が

り
、
武
内
市
長
も
訴
え
、
実
現
に
至
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
実
は
、こ
の「
市
議
の
報
酬
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震
災
の

復
興
を
理
由
と
し
た
、
国
か
ら
報
酬
削
減
要

請
（
過
去
に
一
度
８
％
削
減
）
以
外
は
、
増

額
以
外
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、「
財
政
危
機

で
あ
る
」
と
い
う
問
題
意
識
は
市
議
会
に
広

が
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

つ
ま
り
、
市
議
会
史
上
初
の
「
市
議
会
が

財
政
危
機
に
理
解
を
示
し
た
報
酬
見
直
し
」

と
言
え
ま
す
。

　

本
当
に
皆
さ
ま
の
後
押
し
と
と
も
に
、

市
議
会
議
員
の
意
識
の
変
化
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

議
員
報
酬
削
減
の
実
現
を
受
け
て

　

今
後
は
市
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て

議
論
が
「
聖
域
（
タ
ブ
ー
）」
で
は
な
く
、

財
政
状
況
や
人
口
に
合
わ
せ
た
「
議
員

の
人
数
（
定
数
）」
ま
で
含
め
た
見
直
し

の
議
論
が
定
期
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
議
会
で
の
会
議
が
非
公
開
で

な
く
、
ル
ー
ル
通
り
に
「
公
開
の
議
論
」

の
徹
底
、「
見
え
る
議
会
」
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

今
後
の
展
望

2

　

私
は
某
政
党
の
よ
う
に
「
身
を
切
る
改

革
」
と
い
う
政
治
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

議
員
報
酬
削
減
が

実
現
！

な
ぜ
報
酬
削
減
が
必
要
？

4
　
「
子
ど
も
が
減
っ
た
よ
ね
」「
市
外
に
出

て
い
っ
た
子
ど
も
、
孫
が
帰
っ
て
こ
な
い
」

と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
想
像
の
と
お
り
、
若
い
世
代
が
市
外
に

財
政
危
機
の

脱
却
を
目
指
す
！

北
九
州
市
は
人
口
減
少
が
止
ま

ら
な
い…

課
題
山
積
み
の
ま
ち

人
口
減
少
か
ら
起
き
る
課
題

　
「
子
ど
も
」
と
「
高
齢

者
」
の
支
援
議
論
の
二

極
化
で
は
な
く
、
少
子

化
と
人
口
流
出
に
よ
っ
て

世
代
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

こ
と
。
さ
ら
に
、
日
本
全

体
で
人
口
が
減
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
他
の
ま
ち
へ
流

出
し
て
し
ま
う
。
こ
の
負

の
循
環
を
あ
き
ら
め
て
し

ま
う
と
、
行
き
着
く
先
は

「
ま
ち
の
消
滅
」
で
す
。

北
九
州
市
は
九
州
で
一
番

に
１
０
０
万
人
都
市
、
政

あ
き
ら
め
な
い

〜
ま
ち
の
存
続
・
財
政

危
機
の
脱
却
〜

　

財
政
危
機
を
受
け
止
め
、
武
内
市
政

で
、「
新
た
な
目
（
民
間
人
材
）、
新
た

な
手
法
（
縦
割
り
超
え
た
課
題
抽
出
）」

で
事
業
総
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

は
令
和
６
年
度
予
算
で
事
業
の
統
合
・

効
率
化
の
観
点
で
約
１
０
０
億
円
の
お
金

の
使
い
方
の
見
直
し
を
実
行
。
さ
ら
に
、

市
政
変
革
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、「
一

時
的
・
そ
の
場
し
の
ぎ
」
で
は
な
い
課

題
抽
出
と
見
直
し
へ
と
前
進
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
、
ス
ピ
ー
ド
感
に
欠
け

る
点
や
市
民
へ
の
説
明
不
足
が
な
い
よ
う

に
結
果
を
出
せ
る
よ
う
武
内
市
長
に
「
頑

張
れ
頑
張
れ
！
」
と
叱
咤
激
励
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

新
た
な
目
で
財
政
運
営
を
チ
ェ
ッ
ク
！

令
和
4
年
6
月

私
「
議
員
報
酬
及
び
議
員
定
数
削
減
の
検
討

開
始
」
決
議
案
を
提
出
↓
否
決

令
和
5
年
2
月

私
市
長
選
で
「
議
員
報
酬
１
割
カ
ッ
ト
」
を

掲
げ
た
武
内
候
補
を
支
援
↓
当
選

令
和
5
年
3
月

市
長
「
議
会
に
も
目
線
を
合
わ
せ
た
（
報
酬

カ
ッ
ト
）
を
求
め
た
い
」
と
要
請
。

令
和
5
年
6
月

議
会
「
削
減
あ
り
き
で
は
な
い
」
報

酬
削
減
の
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
を

発
表
す
る

令
和
5
年
12
月　

※

会
議
が
公
開
さ

れ
ず
、
議
論
の
動
き
が
見
え
な
い
６

カ
月
間
。

私
「
議
員
報
酬
削
減
あ
り
き
の
議
論

開
始
を
速
や
か
に
求
め
る
」
決
議
案

を
提
出
↓
否
決

　

※

ニ
ュ
ー
ス
、
新
聞
で
取
り
上
げ

ら
れ
る

令
和
6
年
１
月

議
会　

公
開
で
報
酬
削
減
の
議
論
を

開
始

令
和
6
年
３
月

議
会　

８
％
削
減
の
条
例
案
が
賛
成

多
数
で
可
決　

↓
実
現
！
約
1.7
億
円

の
効
果
額

市
議
１
期
目
（
令
和
3
年
〜
）
に

お
け
る
取
り
組
み

保
育
料
っ
て
実
は
高
い
！

と
い
う
衝
撃

　

市
長
選
で
は
、
厚
労
省
出
身
の
武
内
市

長
だ
か
ら
こ
そ
、「
市
独
自
の
子
育
て
支
援

を
！
」
と
い
う
こ
と
で
、
発
表
さ
れ
た
子

育
て
支
援
政
策
で
す
。
私
も
財
源
の
試
算

や
、
こ
の
発
表
ボ
ー
ド
の
作
成
な
ど
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
も
ら
っ
た
想
い
あ
る
政
策
が
実

現
し
て
感
無
量
。

Ｒ
５
年
市
長
選
の
追
加
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
へ

　

子
育
て
支
援
政
策
の
実
現
の
壁
は
・
・
・

や
は
り
財
源
。

　

ど
ん
な
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
て
市
長

に
就
任
し
た
と
し
て　
「
市
長
。
財
源
が
確

保
で
き
て
い
ま
せ
ん
の
で
無
理
で
す
」
と
断

「
早
期
実
現
に
む
け
た
財
源
確
保
」

を
提
言

　

多
く
の
予
算
事
業
が
あ
る
中
で
、
優
先
し

て
予
算
調
整
し
、
就
任
後
R
５
年
１２
月
か
ら

実
現
へ
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
問
題
は
山
積

み
。

　

な
ぜ
な
ら
、「
無
料
な
ら
保
育
園
が
利
用

し
や
す
い
！
」
と
い
っ
て
も
、
待
機
児
童

問
題
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
預
け
ら
れ
る

保
育
所
」
が
十
分
で
は
な
い
の
で
す
。
そ

れ
は
、
利
用
条
件
が
合
わ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
「
保
育
士

が
足
り
な
い
」
と
い
う
難
し
い
問
題
が
あ

り
ま
す
。
国
が
処
遇
改
善
と
言
い
な
が
ら

も
、
微
々
た
る
収
入
の
上
乗
せ
、
仕
事
の

負
担
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
人
口
吸
引
力
の
高
い
福
岡
市
は
保
育
人

材
を
さ
ら
に
集
め
よ
う
と
独
自
で
奨
学
金

実
現
と
今
後
の
展
望

　

こ
れ
ま
で
も
外
壁
落
下
は
続
い
て
い
た

も
の
の
、「
人
的
被
害
が
な
け
れ
ば
発
表
し

な
い
」「
現
場
の
学
校
教
諭
に
よ
る
目
視
」

と
い
う
非
常
に
危
機
意
識
の
低
い
方
針
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
維
持
管
理
に
は
、
落
下
等
の
事

故
が
起
き
な
い
「
予
防
保
全
」
を
望
ま
し

い
と
し
な
が
ら
も
、
修
繕
費
を
削
減
す
る

理
由
で「
事
後
保
全
（
カ
ッ
ト
バ
ン
）」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
戸
大
橋
は
昭
和
３８
年
に
建
設

後
、
毎
年
約
５
億
円
予
算
で
塗
装
・
補
修

作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
２６
年
を

最
後
に
塗
装
の
作
業
を
行
わ
ず
、
こ
れ
ま

で
の
塗
装
作
業
の
頻
度
を
下
げ
て
実
施
す

る
こ
と
で
、
期
間
空
け
て
の
上
塗
り
が
困

難
な
状
況
の
ま
ま
問
題
先
送
り
に
。

・「
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
老
朽
化
対

策
チ
ー
ム
」
立
ち
上
げ

学
校
全
２
０
３
小
中
学
校
で
専
門
業
者
に
よ

る
緊
急
点
検
↓
約
９
割
の
学
校
に
修
繕
を

実
施
。
夏
休
み
中
に
修
繕
完
了

市
営
住
宅
緊
急
点
検
、
３
７
９
団
地
の
内
１

３
６
団
地
に
修
繕
実
施

そ
の
他
施
設　

市
民
セ
ン
タ
ー
や
文
化
施

設
な
ど
１
２
４
施
設
も
修
繕
と
重
点
観
察

を
実
施

若
戸
大
橋

　

令
和
６
年

度
に
１０
年
ぶ

り
の
本
格
塗

装
作
業
（
約

９
億
円
）
を

実
施
。

一
斉
点
検
と
必
要
な
修
繕
を

〜
課
題
に
向
き
合
う
新
市
政
へ
〜

●
１２
年
お
き
の
法
定
点
検
に
加
え
て
、

新
た
に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
赤
外
線
調
査

を
導
入

●
一
斉
な
補
修
作
業
と
な
ら
な
い
よ
う
、

補
修
計
画
の
前
倒
し
で
計
画
的
に
補
修

作
業
を
実
施

●
老
朽
化
施
設
の
「
残
す
」「
解
体
」
の

早
期
判
断
と
、「
残
す
」
施
設
へ
適
正
な

維
持
管
理
へ

今
後
の
方
針

ズ
を
広
め
る
た
め
で
は
な
く
、「
北
九
州

市
の
財
政
状
況
が
悪
い
な
ら
改
善
し
よ

う
」
と
い
う
、
北
九
州
市
に
必
要
な
見
直

し
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
調
査
を
進

め
る
中
で
「
議
員
報
酬
（
市
民
一
人
あ
た

り
の
負
担
額
）
が
政
令
市
１
位
」
と
い

う
調
査

結
果
が
判
明
し
、
新
人
の
市
議
会
議
員
で

す
が
市
議
会
の
皆
さ
ま
に
問
題
提
起
を
始

め
ま
し
た
。

市
政
変
革

1

　

こ
れ
は
、
私
自
身
が
20
歳
代
前
半
で
３

人
出
産
（
仕
事
復
帰
し
な
が
ら
）
し
た
経

験
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

よ
く
子
育
て
支
援
は
「
親
を
支
援
す
る

だ
け
で
は
？
！
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
声
は
自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
ま

す
が
、
確
実
に
言
え
る
の
は
、「
親
の
笑
顔
」

「
親
の
精
神
的
か
つ
経
済
的
余
裕
」
は
豊

か
な
子
育
て
環
境
に
繋
が
る
と
実
体
験
を

も
っ
て
言
え
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
女
性
の
社
会
進

出
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
た
だ
け
で
な

く
、
家
庭
に
お
い
て
所
得
が
上
が
ら
な
い

中
で
「
女
性
の
就
労
が
家
計
を
支
え
る
」

と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
の
観
点
に
お
い
て
も
、「
保

護
者
の
負
担
」
は
強
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
調
査
に
お
い
て
も
「
理
想
の
数
の

子
ど
も
を
も
て
な
い
理
由
」
と
し
て
、
一

番
の
原
因
は
「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が

か
か
り
す
ぎ
る
」
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　

※

国
の
調
査
で
「
多
産
が
難
し
い
理
由

（
理
想
の
数
の
子
供
を
も
て
な
い
理
由
）」

と
し
て
、「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か

か
り
す
ぎ
る
」
が
直
近
２０
年
間
で
ず
っ
と

１
位
！

保
育
料
第
二
子

無
償
化
が
実
現
！

実
体
験
を
も
っ
て
政
策
の
必
要
性
を

訴
え
る

「
新
・
武
内
市
長
の
も
と

を
加
速
し
て
い
き
ま
す
」

■65歳以上

■15～64歳

■0～14歳

少子
高齢化

若者・企業
流出

税収・人材
不足

不便なまち

負の連鎖

行政サービス
低下

ら
れ
る
の
が
自
治
体
運
営
の
悲
し
い
事
実
。

　

も
ち
ろ
ん
、
市
独
自
政
策
と
し
て
、
長

期
的
に
み
て
自
主
財
源
（
市
の
収
入
）
で

賄
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
多
く
の
市

民
か
ら
「
ま
だ
？
こ
れ
を
期
待
し
武
内
市

長
に
投
票
し
た
よ
！
」
と
い
う
声
。

　

そ
の
声
に
早
期
に
応
え
な
け
れ
ば
、
期

待
し
た
保
護
者
も
「
子
ど
も
が
対
象
年
齢

じ
ゃ
な
く
な
る
」
と
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
令
和
5
年
4
月
臨
時
会
に
お
い
て

令
和
５
年
度
６
月
本
予
算
で
年
度
内
実
現

を
で
き
る
か
！？
の
時
間
が
な
い
厳
し
い
状
況

で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
が
提
案
し
た
も
の
は
国
財

源
（
物
価
高
騰
対
策
）
で
あ
る
「
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
暫
定
的
に
活
用
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

減
免
を
実
施
し
、
北
九
州
市
は
保
育
資
格

を
取
得
し
て
も
地
元
就
職
は
３
割
以
下
。

こ
の
ま
ま
で
は
、「
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
く
て
も
受
け
に
く
い
」
ま
ち
と
な
り
、

さ
ら
に
子
育
て
世
代
、
若
い
女
性
が
流
出

す
る
要
因
に
な
り
得
る
と
危
惧
し
、
市
議

会
（
R
６
年
３
月
）
で
保
育
人
材
の
確
保

強
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

た
、
赤
い
橋
で
有
名
な
若
戸
大
橋
も
金
属

片
が
地
上
25
M
か
ら
落
下
事
故
も
発
生
。

老
朽
化
問
題
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

塗装中の若戸大橋

流
出
し
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
へ
と
進
ん

で
い
ま
す
。

　

国
の
調
査
で
は
、
全
国
の
人
口
増
減
人

数
で
み
る
と
、
福
岡
県
内
で
福
岡
市
が
人

口
増
加
人
数
１
番
、
北
九
州
市
が
減
少
人

数
１
番
、
と
厳
し
い
現
実
が
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
。

令
指
定
都
市
に
な
っ
た
街
。
他
都
市
に

負
け
な
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
、
住
み
や
す

い
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
状

況
に
お
い
て
、
必
要
な
こ
と
は
「
限
ら

れ
た
財
源
で
市
民
全
員
を
支
え
て
い
く
」

た
め
に
、
集
中
的
に
未
来
・
次
世
代
へ

投
資
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
算
削
減
ば
か
り
で
は
な
い
、
限
ら
れ

た
集
中
投
資
と
税
収
増
・
人
口
増
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
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